
第４期中期計画に示した評価指標の進捗状況に関する自己点検・評価（令和４年度） 

 国立大学法人東京工業大学（以下、「本学」という）は第４期中期計画において、
各項目の水準・方策と連動させた評価指標を掲げています。 
 本学は、第４期において、毎年度、中期計画に示した評価指標の進捗状況につい
て、自己点検・評価を行うとともに、評価指標の進捗状況についてコメントを付したう
えで、以下の４段階評価を行いました。 

段階評価（進捗状況欄に記載） 

Ⅳ 上回って実施している 

Ⅲ 十分に実施している 

Ⅱ 十分には実施していない 

Ⅰ 実施していない 

 自己点検・評価結果は、本学の教育研究評議会および経営協議会において審議し、承
認されたものです。（本学教育研究評議会規則第４条、本学経営協議会規則第４条に基
づく審議） 
 本学では、この自己点検・評価結果を今後の活動に生かし、組織及び教職員のアクテ
ィビティーの向上を図るとともに、個々の組織を越えた連携・協力を促進し、大学全体
の発展を図ってまいります。 
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第４期中期計画に示した評価指標の進捗状況に関する自己点検・評価（令和４年度）

Ⅰ　教育研究の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置
　１　社会との共創に関する目標を達成するための措置

　２　教育に関する目標を達成するための措置

進捗状況

進捗状況

第４期最終年度までに年間20 億円程度

年度

目標値(人)

実績値(人)

年度

目標値(円)

実績値(円)

年度

目標値(コース)

R４（2022） R５（2023） R６（2024） R７（2025） R８（2026） R９（2027）

【２】-１.「次の知的資産」を⽣み出す源泉となる教育研究基盤へ戦略的に投⼊する資⾦額を第４期最終年度までに年間20 億円程度にする。

R４（2022） R５（2023） R６（2024） R７（2025） R８（2026） R９（2027）

進捗状況

218,000,000

実績値(コース)

進捗状況

0

R４（2022）年度　評価指標の実績・進捗状況

学士特定課題研究及び学士特定課題プロジェクトの履修の在り方の見直しを行い、令和４年度から、修士課程進学後の研究遂行能力を高めるために「学士特定
課題研究」に加え「学士特定課題プロジェクト」を必修化すること及び早期卒業適格者認定を受けた者が両科目に代えて、新規科目「学士特定課題研究Ｓ」の
履修を可能とするなどの新制度を開始した。また、当該新制度が学生にわかりやすく理解できるよう、学修案内を適切に変更した。また、文部科学省の数理・
データサイエンス・AI教育プログラム認定制度のリテラシーレベルの認定を受け、学士課程１年次学生向けの全学教育プログラムを整備するなどの学士課程学
生がデータサイエンス・AIを学ぶ環境を整備した。また、令和４年12月にデータサイエンス・AI全学教育機構を設置し、全学のデータサイエンス・AI教育の体
制強化を図り、同認定制度の応用基礎レベル申請の準備を進めている。

【３】-２.主に学院によらない横断的な授業科目を提供し、学生の多様な学びに資するための新たな共通組織を、第４期中に設置する。

Ⅲ

R４（2022）年度　評価指標の実績・進捗状況

全学へのデータサイエンス・AI教育を強化するために、令和４年12月にデータサイエンス・AI全学教育機構を設置した。また、アントレプレナーシップ教育を
全学で実施するために、令和５年４月からの設置に向けて、アントレプレナーシップ教育機構の設置準備を行った。

Ⅲ

【Ⅰ】＜水準＞
国際通用性のある教育・研究環境のもと、指定国立大学法人構想で設定した重点分野・戦略分野を中心に、新たな知や価値の創出に貢献できる人材を学内外から集め、科
学技術の飛躍的発展を目指す世界最高水準の拠点を構築する。

R４（2022） R５（2023） R６（2024） R７（2025） R８（2026）

【２】＜水準＞
産業界を中心に本学への投資を獲得し、指定国立大学法人構想及び経営改革ビジョンに掲げた「卓越した教育・研究による学知の創造と戦略的社会連携による学知の社会
実装の『好循環』」の駆動力を格段に向上させる。

R９（2027）

第４期最終年度までに年間100人程度

41

R４（2022）年度　評価指標の実績・進捗状況

海外トップクラスの海外研究者の招聘を行うWRH（World Research Hub）プログラムを学内において公募し、実施した。新型コロナ禍における入国・出国制
限が徐々に緩和されたことから、採択者31名のうち海外研究者27名が来日した。2022年度WRHプログラムにおける国際共著論文数は23報であり、質・量とも
高い成果（国際共著論文の割合が100%、論文の質を表 Top 10%論文の割合は14.3%で、世界（10.0%）日本（8.8%）の水準を上回っている）を上げており、国
際性の高い優れた研究を行っている。
地球生命研究所、元素戦略MDX研究センターと合わせ、41名の海外研究者が来日した。

【１】-１.国際先駆研究機構における第一線級研究者の参画数を第４期最終年度までに年間100人程度（国際先駆研究機構が擁する研究拠点にPIもしくは研究協力者として
所属する学内研究者を除く）とする。

進捗状況

Ⅲ

223,870,000

R４（2022）年度　評価指標の実績・進捗状況
Ⅲ

令和４年度及び令和５年度予算において大学の成長戦略に基づく新たな投資事業等に対して着実に予算を確保し、投入した。

少なくとも２コース

【４】＜水準＞
大学院課程では、修士課程において高度理工系人材の基礎的な素養と社会課題を解決できる実践力、専門職学位課程において特定の職業分野でリーダーとなる技術経営に
関する専門力とイノベーション実践力、博士後期課程において社会課題解決でリーダーシップを発揮する力と多様な方面で活躍できる高度な専門力・独創的な研究遂行能
力を養成する。

【４】-１.卓越大学院の教育プログラムを引き継ぐために、複合系コースを第４期中に新たに少なくとも２コース設置する。

【３】＜水準＞
学⼠課程では、社会課題の解決につながるような多様な視点をもち、専⾨⼒を発揮できる基礎的な能⼒を養成する。
【３】-１.多様な視点をもって専門力を発揮できる基礎を築くものとして、学士特定課題研究及び特定課題プロジェクトの履修の在り方を改善するとともに、自身の専門
分野以外も系統立てて学ぶ学士課程向けの広域履修制度を新たに複数プログラム設置する。

R４（2022）年度　評価指標の実績・進捗状況

Ⅲエネルギー・情報コースを令和６年度より設置することとした。また、物質・情報卓越教育課程でのグッドプラクティスを取り入れた複合系コースの設置検討
を開始した。
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進捗状況

進捗状況

年度

目標値(％)

R４（2022）

年度

目標値(％)

実績値(％)

年度

目標値(人)

【５】＜水準＞
国際的な視野を育てる教育を拡充し、グローバルな人材の育成を推進する。

【６】-１.早期に自律した研究者を目指す人材を育成するB2Dスキームを履修する学生数を、第４期最終年度において全学年合わせて80人以上とする。

R４（2022） R５（2023） R６（2024） R７（2025）

【６】＜水準＞
次代を担う教育者・研究者として博士後期課程学生を遇し、自律した高度な理工系人材として活動できる能力を高める。

【５】-１.グローバルな視点をもつ大学院学生を育成するために国際的な活動への参加を促し、修士課程修了までに「国際経験」を経た学生の割合を第４期中に90％以上
とする。

R４（2022） R５（2023） R６（2024） R７（2025） R８（2026） R９（2027）

進捗状況
31.8

R４（2022）年度　評価指標の実績・進捗状況

【７】＜水準＞
主に理工系分野で活躍する社会人が、社会の変化に対応するために必要な高度な知識、リテラシー、研究力を身に付けることができる仕組みを構築、強化する。

R４（2022）年度　評価指標の実績・進捗状況

Ⅲ社会人アカデミーでは、オンライン開講の増加により講座数を確保でき、 製造中核人材育成講座、キャリアアッププログラム、理工系一般プログラム、グロー
バル産業リーダー育成プログラム、オープンアカデミープログラムで計25講座を開講した。また、TTIにおいても「データサイエンティスト育成プログラム-
Entry演習-」ほか企業向けを中心に5講座開講した。

【７】-１.第４期中に、社会人を博士後期課程に受け入れる新しい仕組みを構築し、博士後期課程に受け入れ、教育を開始する。

R４（2022）年度　評価指標の実績・進捗状況

令和６年４月からの受け入れ開始を目指し、企業・研究機関等において⼀定の研究業績（本学教員との共同研究の業績もこれに含む）を有し、この研究業績を
基に学位論⽂をまとめる研究者を対象に、 1.5年で博士後期課程修了を目指す「社会人博士早期修了特別制度」の制度設計を行った。

Ⅲ

R４（2022）年度　評価指標の実績・進捗状況
Ⅲ令和４年度は課程博士修了者（東京工業大学修士，博士及び修士(専門職)学位審査等取扱要項　第21条、22条適用含む）324名のうち、61名（約19％）が学外

審査員も参加した学位審査に合格した。

19実績値(％)

【４】-２.学生が身に付けた能力を、学術の観点に加えて様々な価値観からも適切に評価できる外部審査員が参加した学位審査で審査される博士後期課程学生の割合を第
４期中に15％とする。

R５（2023） R６（2024） R７（2025） R８（2026）

進捗状況

R９（2027）

第４期中に15%

Ⅲ

・平成28年度に開始した教育改革以降、本学の学生は修了時に既に世界で活躍出来る能力を身に付けていることを保証することを念頭において、国際経験の認
定に関するガイドラインを「国際経験について」として設定したが、第３期中期計画期間の最終年度の令和３年度においても十分な成果が上がっているとは言
えない状況であり、第４期中期計画期間中に修士課程修了までにほぼ全学生が国際経験を積めるよう、令和４年度末に「東京工業大学国際経験規範」を策定し
た。
・上記国際経験の達成状況を調べるため、令和４年度３月修士修了の学生にアンケートを取ったが、令和４年度の実績値としては31.8%であった。令和３年度
は23%であり、実績としては約９%伸びている。アフターコロナにおいて国際交流が戻りつつあるが、国際的な活動への参加を促し、令和５年度の実績値をさ
らにあげていきたい。
・また、本評価指標とは異なるが、令和４年４月から海外に渡航する学生には留学等海外渡航手続きシステム（T2APPs）での手続きを義務付けた。私事渡航
やサークル等での海外渡航を除き、学会出席や教育研究上での海外渡航者数は、令和４年度は567名に上っている。

第４期中に90%以上

R８（2026） R９（2027）

進捗状況

46

第４期最終年度に80人以上

実績値(人)

R４（2022）年度　評価指標の実績・進捗状況

Ⅲ令和４年度は16名の学生が新たにB2Dスキームに参加した。履修学生の選抜にあたっては、応募学生個々人にしっかりと向き合って審査しており、選抜された
学生の意欲、能力は総じて高いため、年次進行とともに目標値を上回ることが期待できる。

【６】-２.第４期中に、ティーチングアシスタントとなる博士後期課程学生全員が受講する研修制度を構築し、研修を開始する。

R４（2022）年度　評価指標の実績・進捗状況

大学院博士後期課程学生向けのPFFプログラム（大学教員準備プログラム）制度等の検討を開始した。 Ⅲ

【７】-２.第４期最終年度における社会人向けプログラム開講数を50件にする。

R４（2022） R５（2023） R６（2024） R７（2025） R８（2026） R９（2027）

進捗状況

30

第４期最終年度に50件

年度

目標値(件)

実績値(件)
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　３　研究に関する目標を達成するための措置

進捗状況

　４　その他社会との共創、教育、研究に関する目標を達成するための措置

進捗状況

進捗状況

【８】-２.科研費の教員当たりの採択件数・獲得金額において最高水準を維持する。

R４（2022）年度　評価指標の実績・進捗状況

採択件数向上のための支援策として、科研費研究計画調書の書き方講座（日本語・英語各1回）・科研費研究計画調書レビューを実施した。
令和４年度の研究者当たりの科研費は採択件数・獲得金額ともに高水準を維持している。

Ⅲ

【８】-３.第４期中のプロジェクト予算100万円以上の社会課題解決型の融合・文理共創研究プロジェクト数の総数を30件以上とする。

R４（2022） R５（2023） R６（2024） R７（2025） R８（2026） R９（2027）

【10】-１.研究開発事業による教育効果の検証等を踏まえ、大学における理工学の理解に資する授業科目を本学開講科目から精選し、当該授業科目を本学附属科学技術高
等学校も含めて複数の高等学校の生徒が受講できる仕組みを第４期中に構築する。

R４（2022）年度　評価指標の実績・進捗状況

附属科学技術高校将来検討WGの最終提言の中で、高大連携の強化を図るため、本学の授業科目を高校生が受講できる仕組み（アドバンストプレイスメント）
について言及し、構築に向けた取組の検討を進めている。

Ⅲ

【８】-１.総論文数（査読有り）を第３期平均に比べ増加させる。

R４（2022）年度　評価指標の実績・進捗状況

【10】＜水準＞
世界で活躍する真の科学技術人材の育成を目指し、高大連携等による高校教育の高度化を推進する。さらに、その成果を他の高等学校等に展開する。

【９】＜水準＞
複雑化する社会問題に対し分野融合的解決をもたらすとともに、高度な協働力・課題解決能力を持った人材を育成するために、四大学連合（東京医科歯科大学、東京外国
語大学、東京工業大学、一橋大学）の協働による教育・研究・社会連携活動等を幅広く企画・展開する。

【９】-1.四大学連合の協働で実施される教育・研究・社会貢献連携活動（連携講座、講演会、共同研究・教育事業活動など）の件数や参加者数などの量、活動形態の多様
性や内容などの質を第３期の水準より向上させる。

R４（2022）年度　評価指標の実績・進捗状況

四大学連合ポストコロナ社会コンソーシアムにおいて「大人のためのゼミ」を計４回開催し、延べ340人が参加したほか、四大学連合合同読書会を２週間にわ
たって開催した。加えて、四大学連合文化講演会を本学にて開催（2022年10月）、一橋大学・東京工業大学合同移動講座を開催（2022年12月）するなど、活
発に活動を行った。

Ⅲ

【８】＜水準＞
科学と技術の最前線において真理の探究と智の開拓に挑戦心と気概を持って挑み続け、その価値を社会に発信し続ける。特に、科学技術の再定義ともなる真の理工連携や
文理共創の研究手法を構築し、社会変革をもたらすような総合知を創造する。

R４（2022） R５（2023） R６（2024）

目標値(社)

進捗状況

3,457

第３期平均（3,356件）に比べ増加

Ⅲ
基準としている第3期（2015-2020年）の論文数の平均3,356件に対し、令和４年の本学の総論文数は3,457件であり、上回っている。

年度

目標値(件)

実績値(件)

年度

目標値(件)

実績値(件)

年度

目標値(億円)

実績値(億円)

R４（2022）年度　評価指標の実績・進捗状況

R７（2025） R８（2026） R９（2027）

進捗状況

5

Ⅲ
異分野融合研究支援にて２件、未来社会DESIGN機構研究奨励金として３件、合計５件新たに採択した。

【８】-４.産学連携研究の実績を第４期最終年度までに年36億円程度とする。

R４（2022） R５（2023） R６（2024） R７（2025） R８（2026） R９（2027）

進捗状況

37.4

110社程度

年36億円程度

年度

実績値(社)

R４（2022）年度　評価指標の実績・進捗状況

Ⅲ・研究成果型の東工大発ベンチャーは、令和４年度に４社増加し累計94社となり、順調に推移している。
・ベンチャー創出及び育成支援の強化のため、令和４年度に研究・産学連携本部に「イノベーションデザイン機構」を設置し、またインキュベーション施設
「Innovation Design Studio（INDEST）」を整備し一部運用開始した。

総数を30件以上

R４（2022）年度　評価指標の実績・進捗状況

Ⅳ・1件当たりの共同研究の金額は4,870千円となった。(昨年度より700千円増) （令和５年４月３日時点）
・協働研究拠点などの大型研究が増えたことから、受入金額の規模が大きくなっており、順調に推移している。

【８】-５.研究成果型の東工大発ベンチャー数の第４期末時点での累積を110社程度とする。

R４（2022） R５（2023） R６（2024） R７（2025） R８（2026） R９（2027）

進捗状況

94
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Ⅱ　業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置

進捗状況

目標値(人)

実績値(人)

年度

目標値(％)

実績値(％)

R４（2022）年度　評価指標の実績・進捗状況

R９（2027）

【13】＜水準＞
施設の機能強化や再生、長寿命化等に必要な投資を確保し、老朽化の拡大傾向に歯止めをかけるとともに、戦略的なスペースマネジメントにより、保有施設を有効活用す
る。

Ⅳ令和４年度は計画を前倒ししてTC論文の執筆、審査を行い、構造解析系TC１名、材料評価系TC１名、バイオ系TC１名、マイクロプロセス系TC１名の計４名に
対しTCの称号を付与した。

【12】＜水準＞
世界最先端の研究にもつながる研究設備を効果的かつ効率的に提供する。

【12】-1.研究基盤戦略に基づき設備共用拠点を複数設置する。

R４（2022） R５（2023） R６（2024） R７（2025） R８（2026） R９（2027）

進捗状況

1

目標値(拠点数)

実績値(拠点数)

複数設置

年度

R４（2022）年度　評価指標の実績・進捗状況
Ⅲ

【12】-3.TCカレッジにおいて、令和４年度から研修等を本格的に開始し、テクニカルコンダクター（TC）の称号を令和５年度から毎年度平均で２名以上に付与する。

R４（2022） R５（2023） R６（2024）

施設の老朽化率を５％以上抑制

(令和４年度から）研修等の本格開始、（令和５年度から）毎年度平均で２名以上に付与

【13】-１.施設の老朽化率を、整備を実施しなかった場合と比較し、令和９年度に５％以上抑制する。

R４（2022） R５（2023） R６（2024） R７（2025） R８（2026） R９（2027）

進捗状況

1.9

R４（2022）年度　評価指標の実績・進捗状況
Ⅲ

令和４年度での移管・転用等の数は、1,070単位となり、期間中の目標値4,800単位（800単位×6年）に対して22%の実績となった。

年度

目標値(円)

実績値(円)

年度

R４（2022）年度　評価指標の実績・進捗状況

Ⅲ令和４年度の共用設備の利用収入は第３期平均実績（43,490千円）に比べ約58％増の68,813千円となった。利用料金の適正化、学外利用の本格化によるものと
思われる。

R７（2025） R８（2026）

進捗状況

4

【11】＜水準＞
世界最高峰の理工系総合大学の実現に向けて、学長のリーダーシップのもと、６年の中期目標期間はもとより、指定国立大学法人として、それを越えた継続的発展を目指
す法人経営を実現する。

【11】-１.長期的な展望に基づく法人経営を実現する先進的なガバナンス体制を維持する。

R４（2022）年度　評価指標の実績・進捗状況

学長のリーダーシップのもと、国立大学法人 東京医科歯科大学との統合を決定し、10月に基本合意書を締結した。これまで両大学が積み上げてきた理工学、医
歯学に関する数々の実績と知を結集し、社会に貢献できる大学へとさらに進化すべく統合に向けた作業を進めた。

Ⅲ

Ⅲ
令和４年度の老朽化率は48.1%となり、令和３年度以降整備を実施しなかった場合の老朽化率50.0%と比較し、1.9%抑制となった。

【13】-２.学内スペースの移管・転用等の数を第４期中年平均800単位以上に増加させる。

R４（2022） R５（2023） R６（2024） R７（2025） R８（2026） R９（2027）

進捗状況年平均800単位以上

1,070

年度

目標値(単位)

実績値(単位)

R４（2022）年度　評価指標の実績・進捗状況

すずかけ台キャンパスＧ３棟のワンフロアを改装し、表面分析系の共用機器を揃えた表面分析ファシリティステーションを開設した。

【12】-２.共用設備の第４期平均利用収入を第３期に対して増加させる。

R４（2022） R５（2023） R６（2024） R７（2025） R８（2026） R９（2027）

進捗状況

68,812,886

第３期（43,490,136円）に対して増加
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Ⅲ　財務内容の改善に関する目標を達成するためにとるべき措置

進捗状況

Ⅴ　その他業務運営に関する重要事項に関する目標を達成するためにとるべき措置

進捗状況

（　[２]-１再掲のため省略　）

実績値(％)

進捗状況

年度

目標値(％)

実績値(％)

年度

目標値(％)

R９（2027）

令和元年度の20％以上増加

令和元年度の2.5％以上減少

R８（2026） R９（2027）

進捗状況

27.2

【16】-1.令和４年度中に、包括的なDX推進基本戦略とアクションプラン等を策定し、令和５年度から計画的に実施する。

R４（2022）年度　評価指標の実績・進捗状況

業務改革推進室を設置し、業務改革推進室の活動計画を策定したうえで、計画的な実施を行った。東京医科歯科大学との統合が決定したため、統合後のICT基
盤のありかたを両大学で調整のうえ議論を進める。

Ⅱ

【15】＜水準＞
自己点検・評価やエビデンスに基づく法人経営を推進するとともに、学生や産業界を中心に情報発信を強化し、社会から更なる信頼を得る。

【16】＜水準＞
ICTを高度に活用し、社会環境に応じ効率性・透明性・安全性・業務継続性を適切に保った体制のもとで業務運営を実施する。

【15】-1.自己点検・評価の結果や戦略的経営オフィスによるコスト・効果分析の結果を踏まえて統合報告書を定期的に発行するとともに、アドバンスメントオフィスを中
核として学生や産業界等との対話の機会を年１回程度設ける。

R４（2022）年度　評価指標の実績・進捗状況

令和３年度から本学の教育・研究、社会に対する取り組み、経営戦略などを報告し、さらなる飛躍に向けた道筋を示すため、ステークホルダーや産業界等に対
する対話のツールとして統合報告書を発行している。令和４年度は世界最高峰の理工系総合大学の実現に向け、本学が持続的に成長していくことをテーマとし
た統合報告書2022を発行した。また、新入生のご家族、在学生、全学同窓会や産業界等との対話の機会として、4回説明会を実施した。
【説明会】
令和４年４月
・学士課程、大学院課程の新入生のご家族を対象に説明会を開催（参加者；約800人）
・在学生を対象に「Team東工大会議」として説明会を開催（参加者：約100人）
令和４年6月
・本学の全学同窓会である一般社団法人蔵前工業会会員を対象に説明会を開催（参加者：約70人）
令和４年11月
・東工大最大級の産学連携イベントである「Tokyo Tech OPen innovation（TTOP）」において特別講演として説明を行った（参加者：約700人）

Ⅲ

【14】＜水準＞
世界水準の教育研究活動や法人経営を行うために必要な経費を確保するため、財源を多元化するとともに、トップダウンによる戦略的・重点的な資源配分を実現する。

【14】-１.産学連携等収入、寄附金収入及び財産貸付料等収入額の合計額を、令和９年度に令和元年度の20％以上増加させる。

R４（2022）年度　評価指標の実績・進捗状況

-18.5

R４（2022） R５（2023） R６（2024） R７（2025）

Ⅳ　教育及び研究並びに組織及び運営の状況について自ら行う点検及び評価並びに当該状況に係る
　　情報の提供に関する目標を達成するためにとるべき措置

令和４年12月に大学債を発行し300億円の資金を調達したことから、令和４年度実績値は18.5％減少となった。

【14】-3.「次の知的資産」を生み出す源泉となる教育研究基盤へ戦略的に投入する資金額を第４期最終年度までに年間20億円程度 にする。

Ⅳ

R４（2022）年度　評価指標の実績・進捗状況
Ⅳ

受託研究収入等の獲得に努めたこと等により、令和４年度実績値は27.2％増加となった。

【14】-２.国立大学法人運営費交付金の収入割合を、令和９年度に令和元年度の2.5％以上減少させる。

R４（2022） R５（2023） R６（2024） R７（2025） R８（2026）
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